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　　　　　　　　　　　　　拒星の光と色と温痩
　太陽や諸恒星の光輝が，若し高温度のために稜せられるものならば．今日物
理學上に於いて一般に輻射の原則として認められるプランク氏の法則により，
各波長の光の彊さが決定される筈であり，從って其のスペクトルの彊度の分布
からして天髄の温度が決定されるdとにもなる．即ち，太陽面の有効温度が約
6000。（C）であると言はれたり，B型の恒星の温度が約200goe（C）であると言は
れたりするのは，砦こうした計算によるものであって，プランク法則は大罷眞
實を語るものと考へられてるる．しかしながら，實は，ごく精密にスペクトル
の張度の分布を測って見ると，必ずしもプランク法則の示す通りにならないの
で，之れは財界の深刻な間題となってみる．近年に至り，電離して陰イオン化
した水素ガスが光を吸労して，幾らか星の大氣を不透明にしてみるといふこと
が知れて來たので，ヰルド（R．Wildt）氏は星の大氣が中性水素や陰水素のみ
から成り立ってるると假定して，其の吸牧野から星のスペクトルを計算して見
たところ，AO型からFO型までの所謂早斯界に謝しては此の計算が好く合致
することが知れた．しかしながら，晩期星について，こうして計算した値が観
測によるものより遙かに低くなる．そこで，フk素の代りに種々の金野ガスが星
を包んでみると假定して計算すると，　スペクトルの四度は予々低下する．故
に，此等の晩期星には，朱だk々吾人の知らない事實があるものと思はれる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Ap　J．　93，　47　（1941）］
　　　　　　　　　　　　！940ag十月旦圏の臼一鶴則
　1940年十月1日の皆既日蝕は，　ブラジルでは曇りであったし，南アフリカ方
面では，職孚のため，敏洲からの槻測者が到労せす；只，Calvinia村で英國天
文家たちが豫定の翻測を途噛したといふことは本誌に既報した所であるが，近
着報によれば，　此の観測中，レドマン　（R．0．Redman），ザンストラ（H．
Zanstra）氏等は大型の細隙分光爲眞儀を用みて，第2鰯と第3燭の時に於ける
太陽邊縁のスペクトルと，三層から色球への移り司りのスペクトルの比較研
究をした。　この器械は大きさ7センチのプ17ズムを三ケ組み合はせたものを地
下！0尺の壕の底に置き，コリメ1タもカメラも共に長さ8尺で，細隙は地面に
置いたもので，此の装置により，観測中の氣温の攣化（此の土地での日歩攣化
は（7℃）を5．5℃以下に減することが出來たので，プリズムへの影響は非常に
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少くなった・分光器の能率は波長4300Aの線の邊では毎ミリにつき3・5Aで南
り，露出は1秒毎に牟秒つつ手働で行った由．室は良く晴れたが，氣流は不良
であった．皆既時刻は豫報よりも3秒だけ起つたと言ふ．此の研究の結果は後
に獲表される筈．　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Obs．63．307（1940）】
　　　　　　　　　　　アンド闘メダの大星霧の大きさ
　アンドロメダ座ヌ星の四隣にある星霧は，光度が5等級で，　月の光の無い晴
夜には肉眼にも見えるものであるから，一般の天文ファンにも親しまれてみる
が，あの星霧の大きさは，眼で見ただけでも，長さ3。，幅1。ぐらゐあるし，ヰ
ルソン山天文墓の2張米の大反射鏡の年三黙で，光電効果により測定した所で
は，母さ60・幅は1汐にも達してみる．ところが，近頃，パロマ山州文毫で・
45センチ（f1，9）のシミト一戦器により，ヰリヤム｛．（R．　C．　Williams）とヒル
トナ（W．A．　Hiltner）爾氏が／取影して，之れを測微光度計で測った結果によ
ると，星野の長さは6r7忙達し，從って其の眞の直樫は80000光年である．尤も
其の最外部の光輝は1”：雫方につき27・8等級となってみる．又，此の星霧の中心
から出てみる渦巻きは明らかに時計の針の進む方向に帯びてみると認められて
みるけれど，上記の光度分布研究によると，最外部には時針の反封の方向へ延
びてみる2本目枝が認めちれるEill：　とにかく，この大星霧㊧貫の大きさが此の
如く知られて見ると，吾が銀河宇宙と比べて，殆んど大差の無いものであるこ
とが明らかであると言はなければならなV・．　　　〔Mich・P・8・103（1941）］．
　　　　　　　　　　　　香港の天女台曇：
　さき頃，皇軍の手に陥ちた香港の九三に天：文毫がある～二とは本誌243號280頁
にも記した所であるし，こXで長V・期間，ドバiクといふ人が二重星の観測を
やってみたことは有名である．　ところが，此のドバ1ク氏は晩年に英國へ鎌
り，1925年吾々が敏洲からの嬬途（本誌243．號に“スマ．トラからの下り”とし
たのは誤り，本誌59芋酒483頁の日誌を見られよ）此の天文蔓を訪問した時に
はジ．フ． 潟X（C．W．　Jeffries）といふ人が氣象や天文（主として時刻）の観測
をやってみたが，このジェフリス氏は去る1941年六月22日に死去した由である。、
因みOcこの天文毫の正式の名はRoyal　Observatory　of　Hong－K：ongと呼ば
れてみた．
　　　　　　　　　　　　　‘‘顯　蟹’の　械　i熱
　．ガモウ（G．Gamow），シェンベルグ（M．　Schoenberg）二二が近頃“ノバ”
即ち新星といふ現象が起る原因について主唱する一読によると，牧縮しつXあ
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る恒星の内部では非常な高温度と高潔力の状態が存在するので，原子核の攣化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のため中性子neutronが曝しく生じ，之れが外部へ飛び出して來る際エネ
ルギを件なって急ないため，星の内部を冷却することになる．さうすると，と
の室間を満たすために，外部から物質が落下して來て，大きい重力エネルギが
熱エネルギに攣じ，同時に，　この外部層は大きい膨脹爆獲を來し，　光力が士諭
す．此の現象は，星の中心部の温度や氣堅が増すに從って大きくなる．叉，新
星と超新星との匪別が出來る理由は全く星の質量の大きさに因るもので．若し
或る程度以下の質量の星ならば，牧縮も或る一つの程度で雫衡状態に達するけ
れど，若し非常に大きい質量の星の場合には二二は無制限に行はれるので，大
爆獲となるとV・ふ，　　　　　　　　　　　　　　　　［Ph．　Rev．59，539］．
㌻1プ天交資の瀧眞難衷が完馴した
　1887年目パリ協定により南阿のケープ天下蔓が分野した星表が今回完成し
た．此の星表は南緯40。がら520までの赤緯にある20554個の微光星の，1930．0年
に於ける位置と，歳差と，固有蓮動と，寓眞光度と，分光型とを列記したもの
で，スペンサ・ジゴ1ンス（H．SpencerJones）氏とジャクソン（」．　Jackson）
氏との共著であり，樹ほ八レ苅ト天丈毫の故カノン女史が分光型の決定に参
加してみる．叉，星の光度の決定については，・先づ南極附近の星野中に，5等
から12等級までの71個の標準星を選び，中にも，南極に最も近い八分儀座シグ
マ星といふFO型の星の光度を5．48と決定し，此等の標準に照して南緯45つのあた
りに，南極を取り園んで24ケ所の標準星の群を設定したものである．今後誉れは
南天の研究上，：重要な文通となるであろうと思はれる．（Catalogue　of　2⑪554
Faint　Stars　in　Cape　Astrographic　Zone－40。　to－520　for　the　Eqt血ox
1900．0）
　　　　　　　　　　　　ウド面目の』功績
　ジ．1ンス・ホプキンス大師の物理學教授ウド（R．W．　Wood）博士は昨年四
月アカデミの理朝雲に出てヘンリ・ドレイパ賞牌を受領した．同氏は物理量の立
；場から天丈學の研究に貢献する所が多く，殊に下記の三ケ條に於いて著しい効
蹟を離げた人である．
　1）共振輻射resonance　radiationの研究によって，太陽や恒星の光線の
性質について根本的な究明をした．
　2）　光の吸牧物質の研究をなし，殊に封物プリズムによる星のスペクトル爲
眞から，スペク1・ル線の波長を決定するに必要なる標準線を，島牧線から獲や
うと苦心し，DymiumやNeodymiumの特異を護見した．
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　3）精密な分光器のために回折格子の製作方法を研究し，殊に近年アルミニ
ウム鏡面上に回折格子を装置して，謡い光波長にわたり，光力の彊いスペク】・
ルを獲ることに成功した．
　　　　　　　　　　　島鳥盛の一塁の砺究
　1920年八月に突然として白鳥座に出現した新星は我が國の神田茂氏や英國の
ヂニング（W．Dennlng）氏等によって錦見されたもので，2週間ばかりの間に
最初の光度14・5等級から0等級にまで，　光りが250000萬陪も上昇した星であっ
たが，最近ミシガン大掴のボ1ルドヰン（R・B・Baldwin）氏が此の星のスペ
クトルの研究を磯表した所によると，此の新星も，他の新星に見る如く，大羽
獲を起したもので，其れと同時に多量のガスを幾回にもわたって噴出し，其の
回数は11回にも及んだ．そして，　ガス噴出の速度は毎秒400キロから，最大は
3000キロに及んだことが，スペクi・ルの輝線や暗線の現はれによって認められ
るし，スペクトルの線は皆著しい太さを示してみる所から判定すると，爆獲ガ
ス中の速度は種：々であったと思はれる．　叉，此の星の爆獲を起してから約1ケ
年維た頃のガス上昇の速度は・最も著しいと思はれた第2列の吸牧線の示す毎
秒75⑪ce　Pではなくて，むしろ第5例の廃館線による12QOキロの速度であったこ
とは特記される黒占である．　　　　　　　　　　　［Mich．　P．8，61（1941）］
　　　　　　　　　　　　二1罫吋鏡の近況
　南カリフォニヤのパロマ山上に据え付けられる筈の“二百吋反射鏡”は愈々
完成に近づきつ」ある由．元來この互大な鏡は1928年に故ヘイル博士がnク
フ．ラ引込を設得して獲た資金によって計垂されたもので，元々熊山17尺（5．2
米），重さ21トy．のガラス材を愁いたものであって，研磨の工作により，約4ト
ンをけづり落し，樹ほ此れをセルの中に装置するためには，底部に36ケの漬粁
を用みて，鏡面の歪みを情けやうとしたものであるが，一一昨年，愈々其の鏡面
が球面に出血上り，一旦，これれを垂直に立てX，鏡面の試験のしやうとした
際，不幸にして面が歪んだので，更に24ケの積杵を加へて最近漸く面の歪みを
除くことに成功したものである．現今．此の鏡面を球形から拠物面に修正する
ため中央に於いて0，⑪05ミリの深さのけづり工事をやってみる．多分明年中に
此の鏡面は完成する見込みである．
　この5米鏡が完成すれば，ヰルソン山の2米繁忙で獲られないやうな新研究が
途行されると思はれるが，其の一二例を學げれば，遠距離の銀河外註霧や，微
光の恒星やガス星芒の爲眞等が撮影されるだろうとし，叉，金星や木星等の如
き遊星面から來る長波長の熱線の研究も行はれ，大遊星と地球との此較研究が
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行はれるだろう．
去る九月の大黒貼
　去る1941年九月10冒から23Hまでの間に太陽面を通過した黒黙群は，　かの
1940年一月の二二群二二の大黒黙群であった．この群の全腱の長さは240000キ
ロメートルにも達し，其の総面積は太陽の三三二三の500分の一にも及んだ．
庇の群が太陽の中央子午線を通過したのは九月17日の早朝（日本標準時）で，
其の時黒黒占群の位置は太陽面の中央から4似内であったから，此の黒黙群あた
りから帯電微粒子が我が地球へやって來る筋に曳ようど三ってるた．今までの
此うした場合に屡々経験された所によると，太陽の二野牟球の百萬分の1500以
上にも達する大黒黒占群が太陽面の中央の近くを通過する場合には，10回のうち
7回までは，其の中央通過の日よ珍恥ぐらゐ経て，地球上には著しい磁氣嵐が
起つたものである。［Obs・62，3！9。（1939）］又，特に大きV・活動力のある黒黙群
　　　　　　　　　　ピのある場合には，分光太陽鏡や分光二丁儀で槻測して見ると，’色球上に極めて
明るい輝やきが水素のHα線や，　カルシウムのH線やK線によって認めら
れるものである．去る九月の場合には，九彫7日18時頃に，太陽面上には大き
い輝やきが見え，之れに俘って，電波の異常が感じられた．叉，それから約20
時聞して，九月18日14時頃には全地球上にわたって大きい磁氣嵐とオ1ロラと
が起つた．欧洲で観測された所では，最初の三二の大きい嵐が九月18日の16時
2分から同6分までの間（日本標準蒔）に現はれ，途に九月19日目9時頃に極大
となった．この磁三二による最大骨化は，
　　　　　　偏差角に於いて　　　　　　　　　工20ノ
　　　　　　水牛分力に於いて　　　　　　　　　1250ガウス
　　　　　　垂直分力に於V・て　　　　　　　　1100ガウス以上
であった．
　此の磁氣嵐は，かの
　　　　　　1938年一一月25日～26日，　1940年三月24日～25日，
　　　　　　1940年三月1日
等の其れに『匹敵するぼどの雄大なものであった．
　　　　　　　　　　　　流星の大壷さ
　　　　　　　　　　　　カ1ン（M．A．　R．　Khan）
　流星の一つづつが如何なる大きさのものであるかといふことに：ついては，現
今の卜者の間に種：・々の異読がある．：赤る一派の學者たちは，白熱した物燈の獲
する光と，其れの表面積や質量等の關係から計算して見て，大艦肉眼にも見え
天界249・@　　　天界新知識　　　　　99　る纏の大きさを・一ミリ淵トル立加数倍とい耀度魔ぎな鮭考へてるる．叉，他の一派の人々は・もっと大きく，少くとも一イ’ンチ立方の数倍ぐ
らゐもあるだらうと愚ってみるが，これれは主として離の天室翻賭であっ
て，しかも回る程度の理論的計算を試みた人・々に多い・何れにしても・室を飛
んでみるma　・itの濯に吾々は近づくことは出自ないのだし・況んや期磁直接
手に取って見るごとなど全く不可能なのだから，誰もが此の問題について明ら
かに答へ得ないのは當然である・
　しかしながら，黙る種の手掛かりが純粋な槻測の側から獲られないこともな
V、．例へば、潮月のやうな明るい夜にも2等級や3等級の流星は立派に肉眼で見
えるし，月の無い夜とは違って・月夜には室の背景が相當に明るい上に痕が見
えたりして，非常に近く見えるものである．かうした流星の中には，時々急に
大きい光輝の閃めきを見せるが，之れは月の光が流星の表面に反射する㊧に違
ぴない．こんな場合には，流星の大きさについて概略の見積りも可能なわけで
ある．自分は此等の場合を度・々観測した経験から考へて，流星の大きさは，可
なり大きいものだらうと思ふ．（N・し・3752）
二二の天文壷
所謂東亜の共単射を，ウンと廣い意味にとって見ると，皇國の國威が及ぶで
あらう大南方に，既に天文毫として知られてみるものが可なり澤由ある．
　まつ，香港には，九龍の：方面に，天文と氣象とを顛ねた天文壼がある．
　フィリピンのマニラ市には，　カトリク檜たちが経属してみる天文皇がある．
　　1926年の東京に於ける第3回汎太墨書學術會議には店長セルが師が來朝し
　　た．
　■Figワのバタビヤには十年ばかり以前から緯度謙譲所があった．叉，ジャワの
　　バンドゥング市の北郊にはボシや天：文憂といふのがある．疑れは口餐65糎
　　のツァイス製爲眞望遠鏡や，アスカニや製の望遠鏡等があって，世界有激
　　の天文蔓の一である．数年前，日本に來倒したワレンキス】・．博士は此の天
　　：文憂員であった．（今は瑞典のウプサラ大學にみる）
濠洲には，古くからメルボルンに“48吋”の金華鏡を有つ天文皇があるが，
　　今は淘り活動してみない．
　　其れよりも，現代的なのは十年ばかり前から設けられたカンベラ市の太陽
　　観測所である．之れは第一流の優秀な設備を有って，活躍してみる．
　　又，アデレイドには近年緯度観測所が設けられた．
　ニウジ1ランドにはエリントン市に言立天文蔓がある．
